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沈子綱 

る方法 2)と,沈子綱に錘(70～100kg)を装着する方法 3)

が主に用いられており,それぞれの曳網漁具の見取

図を図2に引用した。このうち,前者の方法は上五島

地区で,後者の方法は県北および壱岐地区で使用さ

れている。

今回，両者の操業時の曳網水深を計測するため,  
前者については,2013年 8月 21日に上五島地区の漁

船を用いて 1回，後者については,同年 8月 28日に

壱岐地区の漁船を用いて 2回操業し，それぞれ図 2

に示す浮子綱(網口の上)と沈子綱の中央付近に設置

した深度計(JFEアドバンテック社製，MDS-MkV)に

より 1秒ごとの水深を測定するとともに, GPSロガ

ー(Wintec社製，WBT-202)により船速を記録した。
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操業時の浮子綱および沈子綱の水深

上記両地区の操業時における浮子綱および沈子綱

の水深，並びに 1分移動平均処理した船速の時間変

化を図3に示す。

キャンバスカイトを使用している曳網漁具につい

ては，浮子綱は入網，曳網，揚網のいずれにおいて

も概ね水深0.4mに位置していた。一方，沈子綱は入

網後と揚網前では 3m 以深まで沈降するが，曳網中

は概ね 2m 程度の水深を維持していた。また，操業

中の船速は概ね3～3.6Ktで，船の旋回による減速時

も曳網水深に大きな変化はみられなかった。なお，

漁獲された小トビは2尾であった。

一方，沈子綱に錘を装着している曳網漁具は, キ

ャンバスカイト仕様に比べ重いため,2 操業とも浮子

綱および沈子綱は入網後と揚網前に大きく沈降した

ものの，曳網中には浮子綱は0m(海面)付近に，沈子

綱は1.5m水深付近に位置していた。なお，操業中の

船速は概ね4～5Ktで，漁獲された小トビは2操業で

計26尾であった。

漁業者への聞き取りによると，上五島地区におい

ても,以前は曳網漁具の沈子綱に錘を装着していた

が，主に人力による揚網労力の軽減を図るため，漁

具重量が小さくて済むキャンバスカイトが普及した

とのことである。一方，壱岐地区においては,ネット

ホーラーを使って揚網するため,錘を装着しても操

業に支障がないことや，流木やごみが溜まりやすい

潮目を狙って網を曳くため,流木等を回避する必要

があることから,減速すれば網が速やかに沈降する

漁具を使用しているとのことであった。このことは,

今回の調査において沈子綱に錘を装着した場合,減

速に伴い網口が大きく沈降したこととよく一致して

いた。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 操業時の浮子綱および沈子綱の水深並びに 

船速の時間変化 

(上段：上五島地区，下段：壱岐地区) 
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